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白鷗大学法科大学院紀要は、平成16（2004）年４月に開設した当法
科大学院（法務研究科）における法曹教育に関与する方々に、その実践
的な研究成果を発表し、論議を重ねる場を提供するものとして、平成19
（2007）年11月に創刊号を発行した。爾来、各年度１号ずつ着実に刊行を
重ね、本号で第10号の節目を迎えた。
法科大学院は法曹養成の専門職大学院の性格を有するが、法律実務は論
理性の高いことが尊ばれる意味で、法律学研究の成果に支えられることが
必須で、実務経験の伝授で事足りるとはしない志によって、それゆえに、
この紀要が当法科大学院に関係する各教員の研究成果を内外に積極的に披
瀝することで、果たすべき任務への学問的信頼も確保できたものと思料し
ている。
他方でわが国の法科大学院制度全体は、司法試験合格者総数の抑制や法
曹需要の伸び悩み、さらには予備試験制度の新設などが相まって、志願者
数が低迷する傾向が続き、大都市圏外に存立する小規模な法科大学院はと
りわけ厳しい状況に押し並べて直面した。栃木県小山市所在の当法科大学
院も本学だけの努力で低下する外部環境を打開することには限界があり、
平成26（2014）年６月、やむなく次年度以降の学生募集停止を発表する
に至った。
その後、在学生の教育に一層専心し、本年（平成29（2017）年）３月
修了の院生をもって、当面の責任を果たし終えて閉院し、かつ、この紀要
も本号をもって最終号とすることにした。もとより、これをもって本学に
すべての責任がなくなったとするものではなく、引き続き、本学の法学部
に転属する法科大学院専任教員を中心とする後継委員会を同学部内に設
閉刊・閉院の辞
け、司法試験合格に至るまで修了生の支援にあたることにしている。
本学に法科大学院を設置する構想を平成14（2002）年12月に立ててか
ら14年余り、１学年定員30名の規模で開設してから13年間、北関東唯一
の法科大学院として、地方のリーガル・サービスの充実のために、①高度
の専門知識を涵養する、②高い倫理観・正義感と豊かな人間性・感受性を
身につける、③地域社会・地域企業に貢献できる法曹の養成する理念の
下、少人数教育の利点を生かした教育環境の充実（本号収載資料参照）は、
外部評価機関等からも高く評価されてきたところであり、確実な成果を上
げてきたと自負させてもらっている。これらの成果は、法律相談等の地域
貢献とともに、これからは本学法学部の中で受け継ぎ、活かしていく努力
を積み重ねたい。
以上により閉刊・閉院の辞とさせていただくとともに、ここに記して、
当法科大学院の活動をサポートしてくださった栃木県の法曹関係者の
方々、期待してくださった地域の地方公共団体・企業の方々に改めて厚く
御礼申し上げます。
また、当法科大学院をホーム・グラウンドとして、熱心な指導をしてい
ただいた教員の方々、アカデミック・アドバイザーの方々、頑張ってくれ
た院生の方々、そして、親身に支えてくれた事務室の方々に感謝し、各位
の今後の御活躍をお祈りいたします。
平成29（2017）年３月
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